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こ
こ
に
い
う
江
東
地
区
と
い
う
の
は
、
隅
田
川
以
東
荒
川
放
水
路
に
至
る
間
に
包
ま
れ
た
江
東
区
、
墨
田
区
と
江
戸
川
区

の
一
部
約
千
五
百
万
坪
の
地
区
を
総
称
す
る
。 

こ
の
地
帯
は
、
大
工
場
を
は
じ
め
中
小
工
場
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
首
都
全
工
業
生
産
額
の
二
割
を
占
め
、
今
後
も

発
展
の
予
想
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
低
地
帯
、
地
盤
沈
下
に
対
す
る
対
策
が
確
立
せ
ね
ば
今
後
の
発

展
は
到
底
望
み
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は 

同
地
区
は
、
地
層
は
三
十
な
い
し
四
十
五
メ
ー
ト
ル
が
粘
土
質
で
あ
る
た
め
軟
弱
で
あ
り
、
明
治
以
来
地
盤
沈
下
の
傾
向

が
い
ち
じ
る
し
く
、
そ
の
た
め
隅
田
川
沿
い
の
比
較
的
高
い
と
こ
ろ
で
も
毎
日
の
満
潮
時
と
同
じ
く
ら
い
、
荒
川
放
水
路
沿

い
で
は
最
干
潮
面
と
同
じ
高
さ
で
満
潮
時
と
比
較
す
れ
ば
二
メ
ー
ト
ル
も
低
い
地
帯
で
あ
る
。
し
か
も
今
日
に
お
い
て
も
江

戸
川
区
平
井
町
方
面
を
中
心
と
し
て
地
盤
沈
下
の
傾
向
を
た
ど
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

1 

外
郭
堤
防
の
築
造
。 
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三 

 



 

 

政
府
は
こ
れ
ら
対
策
を
実
施
し
、
江
東
地
区
の
安
全
と
繁
栄
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府

の
見
解
如
何
。 

5 

不
要
水
路
の
埋
立
そ
の
他
が
あ
る
。 

4 

改
良
下
水
道
の
完
成
。 

3 

地
区
の
盛
土
。 

2 

水
門
、
こ
う
門
の
築
造
。 
、
、

右
質
問
す
る
。 

向
島
地
区
城
東
地
区
を
区
画
整
理
し
、
そ
の
際
本
所
、
深
川
地
区
が
行
つ
た
ご
と
く
盛
土
を
す
る
。 

四 

 

江
東
地
区
を
大
き
く
堤
防
に
て
囲
み
、
ジ
エ
ー
ン
台
風
程
度
に
は
十
分
備
え
る
こ
と
。 

 


